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静岡市駿河区にある「ふじのくに地球環境史ミュージアム」が、今年度より「伊豆サ
テライトミュージアム」の取り組みをはじめましたので、その内容についてご報告い
たします。
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「ふじのくに地球環境史ミュージアム」は今年度設立10周年を迎える静岡県立の自
然系博物館で、元高校の校舎をリノベーションして運営を行っています。静岡県は
県土が広いため、県中部の方々以外には馴染みが少なく、また訪問頂ける方も中
部の方が多いということがあり、多くの県民に活動を届けられていないということが
課題でありました。テーマは「環境史」。自然史を基盤に人と自然のかかわりの歴史
を紐解き、未来を県民と共に考える博物館を目指しています。活動テーマは「100年
後の静岡が豊かであるために」を掲げています。

2



ミュージアムは、展示、教育普及、調査研究、収集保管という４事業が一体化して
運営されるものです。

いわば、縁の下の力持ちになる確かな研究や収集保管事業が、県民が触れる展
示・教育普及事業に反映されていきます。

ミュージアムが、目に見えない部分の研究事業を重点化している点も、永続的で確
かな博物館活動を展開するためにあります。
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「調査研究」「収集保管」「展示・情報発信」「教育普及」の４つの機能を連関させ、静
岡県における知の拠点を構築することを目指しており、哲学や理念については「基
本構想」や「中期運営ビジョン」に記載しています。
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静岡市駿河区の本館では、展示・情報発信を行いますが、今回、伊豆サテライトミ
ュージアムと関連するその他の３つの機能について説明します。

まず、「調査研究」は、「地域学の創造」を目的とした活動を行います。

また、研究者による講演会など研究者の顔がみえる研究活動を展開しています。

現状7名の研究員が在籍しています（定数8名で1名欠員・現在公募中）。
魚類、昆虫、植物、化石、地質、生態学、展示学の専門家が、それぞれの専門性を
活かしながら活動を行っています。

今後、研究員による伊豆での調査研究活動もより深めていく予定です。
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「収集保管」については、県内外の貴重な自然史標本や図書について集約的な収
集を行うとともに、

これらを未来に継承する登録作業を、NPO静岡県自然史博物館ネットワークと強固
な連携をとりながら行っています。

伊豆においても貴重な資料の収集活動を、積極的に展開し、それらを調査研究に
活用していきます。
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県民が触れる柱のひとつである「教育普及」。

まず、移動ミュージアム（通称ミュージアムキャラバン）という巡回展示を行います。

その他、博物館しかできない研究員による出前講座や自然環境体験講座を実施し
ます。
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この度、道の駅　開国下田みなとにおいてこのミュージアムキャラバンを展開してい
ます。

資料を展示するだけでなく、照明にもこだわったデザイン性の高い展示で、ミュージ
アムの雰囲気ごとお届けするユニットです。
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また、イベントとして昆虫調査隊というイベントを実施しました。

このイベントについては、採集された昆虫を参加者とともに標本にし、それを集積す
ることで、この地域の昆虫のリストを作っていきます。

子どもたちも含む皆さんと行う市民科学の一環でもある取り組みです。

既に本館の裏山では10年に及ぶ調査が進んでおり、今後伊豆でも継続実施する予
定です。
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研究員による講座についても、様々な伊豆の事象をテーマに展開していく予定です。

先月にはその第一回として昆虫に関する講座を開催しました。

幕末に伊豆で昆虫採集をしたロシア人の功績やその意義について解説し、

伊豆半島の昆虫相の特性や魅力についても解説しました。

11月22日には「下田の魚のおもしろさ」と題して魚類専門の研究員による講座を開催い
たします。

以上、本年度より開始したふじのくに地球環境史ミュージアムの伊豆サテライトミュージ
アムの取り組みについて御説明しました。

今後も継続的に本事業を展開していく予定ですので、ご注目いただけますと幸いです。
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令和７年 10 月 24 日

定例記者懇談会資料

伊豆サテライトミュージアムの実施

１ 要旨

ふじのくに地球環境史ミュージアム（静岡市駿河区）は、下田市教育委員会・県賀

茂地域局との共催による出張型の展示・イベント「伊豆サテライトミュージアム」を

展開している。

２ 目的

「文化の享受できる機会の格差のない社会の実現」のため、博物館事業（展示・情

報発信、教育普及、調査研究 等）を県内各地で展開し、幅広い年齢層に向けて自然

科学や文化に触れる機会を創出すること、更には、郷土の魅力再発見を促し、地域の

環境や文化に対する関心や理解の醸成に寄与することを目的としている。

３ 概要

令和７年度は以下の事業を実施

① ミュージアムキャラバンの展示（会場「道の駅 開国下田みなと」）

標本・資料のみならず、ミュージアムの雰囲気ごと届ける出張展示

「しずおかの食」2025 年 9 月 18 日～9月 7日（終了）

「昆虫の世界」2025 年 9 月 11 日～9月 29 日（終了）

「魚の世界」2025 年 11 月 20 日～12 月 7 日

② イベント

ミュージアム研究員とともに、野外に出て実際に生物を採集して学ぶ体験型

イベント

「昆虫調査隊 in 下田」2025 年 9 月 23 日（終了）

「魚の調査隊 in 下田」2025 年 11 月 22 日

③ 大人向け夜間講座（会場「下田市民文化会館」）

ミュージアム研究員が講師をつとめる伊豆の自然史・環境史を解説する講座

「日本の昆虫学 幕開けの地・伊豆」2025 年 9 月 23 日（終了）

「下田の魚の面白さ」2025 年 11 月 22 日

（ふじのくに地球環境史ミュージアム）
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令和７年10月24日

記者提供資料

～ふじミュー 伊豆サテライトミュージアム 第３弾～
児童・生徒向けイベント「魚の調査隊」と大人向け夜間講座を実施します！

（ふじのくに地球環境史ミュージアム・賀茂地域局）

ふじのくに地球環境史ミュージアム（静岡市駿河区）は、2016年に開館した全国初の

地球環境史をテーマとした県立の自然系博物館です。

普段、当館に来館することができない方にも展示を楽しんでいただけるよう、11月20

日から12月７日まで道の駅開国下田みなとでミュージアムキャラバンの展示を行いま

す。今回は、ミュージアム初公開のピグミーシロナガスクジラの骨格標本も展示します。

また、展示とあわせて、地域の自然・環境について理解を深めていただくためのイベ

ントや講座を実施します。ふじミューの博士が講師を務める、充実した内容のイベント

や講座です。現在、申込受付中ですので、是非、特設サイトからお申し込みください。

※当日の取材をよろしくお願いいたします。

１ イベント 「魚の調査隊 in 下田」

２ 講座 「下田の魚のおもしろさ」

３ 問合せ先

ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務課

住 所 静岡市駿河区大谷5762

電話番号 054-260-7111

内 容 ふじミューの博士と一緒に魚を採集して観察や分類を行います。

講師：ふじのくに地球環境史ミュージアム研究員 渋川浩一

開催日時 令和７年 11 月 22 日（土） 9：00～12：00

集合場所 道の駅 開国下田みなと ２Ｆ特別展示室（下田市外ヶ岡１番地の１）

参 加 費 無料

定 員 15 名（小学生以上）要事前申込 ※応募者多数の場合は抽選

申込方法 電子申請システムでお申し込みください。

申込期間：令和７年11月１日（土）から11月12日（水）

※イベント参加動機を150字程度でお聞かせください。

抽選結果 応募者全員にメールで抽選結果を連絡します。（11 月 15 日（土）予定）

内 容 ペリーの航海記を読むと、彼らが下田の自然に強く魅せられた様子が伺えま

す。今もなお研究者らを魅了し続ける下田の魚について、ミュージアムの魚類

博士が熱く語ります。

講師：ふじのくに地球環境史ミュージアム研究員 渋川浩一

開催日時 令和７年 11 月 22 日（土） 18：30～19：45

会 場 下田市民文化会館 大会議室（下田市４丁目１－２）

参 加 費 無料

定 員 100 名（どなたでも参加可）

申込方法 電子申請システム又は電話でお申し込みください。

（※お席に空きがあれば当日参加も可能です。）

電話：054-260-7111（10：00～17：00、月曜休）

申込期間：令和７年 11 月１日（土）から 11 月 20 日（木）
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日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

狩猟一斉パトロール

各市町（東伊豆町除く）8:30～

防災講座（熱川小学校）
オレンジリボン・児童虐待防止
推進キャンペーン (パネル展示)

9:20～11:10　熱川小学校 (～11/28　下田総合庁舎１階)

防災講座（松崎小学校）

9:10～11:00　松崎小学校

①ユニバーサルデザイン避難訓練
　（下田　中学校）
9:25～12:15　下田中学校

②防災講座（浜崎小学校）
10:00～11:30　賀茂危機管理庁舎

③防災講座（朝日小学校）
13:25～15:00　朝日小学校

①防災講座（稲生沢こども園）
10:15～11:15　稲生沢こども園

オレンジリボン・児童虐待防止
推進キャンペーン

②防災講座（河津小学校）
13:40～15:15　河津小学校

11:00～　東急ストア下田とうきゅう店

土木の日イベント

10:00～　道の駅開国下田みなと

「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」
　PRブース出展

10:00～　黄金崎クリスタルパーク

防災講座(南伊豆中学校）

11:30～15:20　南伊豆中学校

県税広報展（～11/17）

マックスバリュ伊豆下田店
下田総合庁舎１階ロビー

①防災講座（下田認定こども園）
10:30～11:10　下田認定こども園

感染症対応研修会（保育施設）

②防災講座（下田高校定時制）
17:40～19:50　下田高校定時制

14:00～16:00　賀茂キャンパス

地域の魅力発信プロジェクト 狩猟一斉パトロール

9：30～15：30　松崎町 東伊豆町　8:30～

遺体収容所運営訓練
13:00～15:00　西伊豆町健康増進セン
ター
防災講座（稲生沢小学校）

13:20～14:55　稲生沢小学校

①定例記者懇談会
9:30～ 賀茂キャンパス

②ふじのくに地球環境史ミュージアム
伊豆サテライトミュージアム　展示
～12/７　道の駅開国下田みなと２階

①防災講座（伊豆海認定こども園）
9:30～10:30　伊豆海認定こども園

②防災講座（河津中学校）
13:25～15:15　河津中学校

①ふじのくに地球環境史ミュージアム　　
イベント「魚の調査隊in下田」
9：00～12：00　
②ふじのくに地球環境史ミュージアム　　　　
講座「下田の魚のおもしろさ」
18：30～19：45　下田市民文化会館

防災講座（稲生沢小学校）

9:30～11:30　賀茂危機管理庁舎

防災講座（下田小学校）

10:10～11:45　下田小学校

感染症対応研修会（高齢者福祉施設）

14:00～16:00　賀茂キャンパス

防災講座（南伊豆認定こども園）

10:00～11:00　賀茂危機管理庁舎

行事予定表　（令和７年11月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

行事予定表　（令和７年11月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日
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記者懇談会資料

令和７年 10 月 24 日

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

令和７年度 地域の魅力発掘プロジェクト～松崎町編～

（賀茂地域局）

１ 目的

賀茂地域の高校生が大学生と一緒に、講義やフィールドワークを行うことを通じて、

地域の魅力を再発見し、地域に対する愛着や誇りを高めること及び進路形成意識を醸成

すること等を目的とした「地域の魅力発掘プロジェクト」を静岡県立大学（経営情報学

部 寺﨑講師）、賀茂地域探求コンソーシアムとの協働により実施する。

今年度は松崎町内の地域資源（自然・歴史・地域産業・生活文化等）を整理し、今後

の地域活性化に向けた具体的なアイデアにつなげる。

２ 実施内容

３ 当日の行程

担 当：地域課 菅尾

連絡先：0558-24-2202

日 時 令和７年 11 月 15 日（土） 9：30～15：30

場 所 松崎町内（集合場所：松崎町役場）

内 容

・オリエンテーション

・フィールドワーク（地域の方などとの交流・意見交換）

・グループワーク、発表・考察、講評

参加者 賀茂地域の高校生（現在募集中）、静岡県立大学生 ７名

共 催

賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡県立大学、賀茂地域局ほか）、

松崎町、賀茂地域探求コンソーシアム（静岡県立下田高等学校・下田高

等学校南伊豆分校・稲取高等学校・松崎高等学校）

時間 内容 会場

9:30～10:00 オリエンテーション
伊豆文邸

（賀茂郡松崎町松崎 250-1）

10:00～14:00 フィールドワーク 松崎町内

14:00～15:00 グループワーク 環境改善センター研修室

（賀茂郡松崎町宮内 303-6）15:00～15:30 発表・考察、講評
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令和７年 10 月 24 日

記者提供資料

『私の好きな賀茂ッ！』Metaverse 写真展の開催について

１ 概要

賀茂地域で働く県職員が実際に生活している中で感じた賀茂地域の魅力や、心に

響いた瞬間を捉えた写真展を、県が運用している仮想空間『MetaverseSHIZUOKA』内

で開催、県内外の皆様に対して賀茂地域の魅力を発信する。

なお、この写真展は賀茂地域若手職員プロジェクトチーム「あげアゲ隊」魅力発

信チームが主催する。

２ 内容

３ 参考（これまでのあげアゲ隊の取組）

担 当：地域課 植田

連絡先：0558-24-2202

（賀茂地域局）

名 称 『私の好きな賀茂ッ！』写真展 ～行きたくなるカモッ！住みたくなるカモッ！～

期 間 令和７年 11 月４日（火）～令和８年３月 13 日（金）

場 所 MetaverseSHIZUOKA 展示ルーム

作品数 40 点

内 容

賀茂地域外から赴任し、『旅行者』と『生活者』の２つの視点を持つ

県職員が、生活している中で感じた賀茂地域の魅力や心に響いた瞬間

を捉えた写真に撮影時の状況や心情を添えて展示する。

費 用 無料

観覧方法

①ＵＲＬ：https://s.roomiq.jp/44ZTDun

②ＱＲ

令和３年度

（18 名）

・プロジェクトチーム発足。

・賀茂地域に赴任する県職員向けのガイドブックを作成。

令和４年度

（25 名）

・３つのチームに分かれて、ガイドブックの情報更新、情報発信（魅

力発信）、アンケート調査を実施。（県庁内向け）

令和５年度

（24 名） ・３つのチームに分かれて、ガイドブックの情報更新・賀茂地域の

魅力発信（県庁内向け）、業務効率化、市町職員と交流会を実施。令和６年度

（31 名）
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令和７年 10 月 24 日

定例記者懇談会資料

ものづくり体験教室の開催～ものづくりのエキスパートから技能を学ぶ～

（静岡県経済産業部職業能力開発課・静岡県職業能力開発協会）

１ 要旨

静岡県では、「WAZA チャレンジ教室」や「職場体験講座」など、ものづくり産業

の将来を担う子供たちに向け様々な取組を行っています。

今回は、国が認定した“ものづくりマイスター”（※）が、小・中学校等に出

向き、「ものづくり体験教室」を行うものです。体験の種類は、アートモザイク、

ミニ畳など多種多様で、令和６年度は 16 校 353 人の児童・生徒が体験をしました。

県では、こうした取組を通じて、ひとりでも多くの子ども達が「ものづくり」の

技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

２ 実施内容

※ ものづくりマイスターとは、１級技能士相当以上の技能を有する指導経験豊富な熟練

技能者で、県内では平成 25 年度の制度開始から約 400 人のマイスターが認定されてい

ます。

静岡県職業能力開発協会では、厚生労働省からの委託を受けて、効果的な技能の継承

や後継者の育成を目指して、企業等で働く若者に対し、マイスターによる実践的な実

技指導を行っています。「ものづくり体験教室」は、本委託事業の一環として実施する

ものです。

担 当：静岡県職業能力開発協会 山根

連絡先：0 5 4 - 3 4 5 - 9 3 7 7

日 時 10 月 28 日（火）９：35～12：35

場 所 南伊豆町立南伊豆中学校

対 象 1年生 28 人

内 容

体験講座「アートモザイク」

マイスターによる製作実演、製作体験指導

・タイルの歴史や使い方、材料や道具の使い方の説明

・下地からモザイク張り、地入れ作業の体験指導

マイスター
１級技能士 五十右 潤（県タイル煉瓦工事協会：専務理事）

１級技能士 瀬川 幹夫（県タイル煉瓦工事協会：瀬川タイル） 他
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令和７年 10 月 24 日

定例記者懇談会資料

遺体収容所運営訓練の実施について

（趣旨）

南海トラフ地震等の大規模災害発生時に求められる遺体措置対応の一つで

ある「遺体収容所の運営」について、関係機関との連携や手順の確認を目的

とした運営訓練を実施する。

（概要）

１ 日時・場所・主催

○日時：令和７年 11 月 16 日（日）13：00～15：00

○場所：西伊豆町健康増進センター（西伊豆町仁科 395）

○主催：西伊豆町、県警察本部・下田警察署、県賀茂地域局

２ 参加予定機関

賀茂医師会、賀茂歯科医師会、県賀茂健康福祉センター、

下田消防本部、駿東伊豆消防本部東伊豆消防署、

下田海上保安部、陸上自衛隊第 34 普通科連隊

東京電力パワーグリッド、葬祭業者

下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町

３ 訓練概要

○遺体収容の手順及び連携確認

（遺体搬入～受付～検視・検案～歯牙鑑定～遺体安置）

○遺族への相談対応の手順確認

４ 留意事項

○取材においては、西伊豆町役場駐車場を御利用ください。

○当日の 9：00～12：00 は、会場設営や手順の確認を行います。

○気象警報の発表等により訓練を中止する場合は、当日 7：00 までに賀茂

管内報道機関あて情報提供いたします。

○駐車場に限りがあるため、取材を希望する方は事前に御連絡ください。

担 当： 危機管理課 高野・笹原

連絡先： 0558-24-2004

（賀茂地域局危機管理課）

検視・検案 遺体安置遺体搬入・受付
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令和７年 10 月 24 日

定例記者懇談会資料

11 月の防災講座

（概要）

賀茂地域局では、地域防災力を強化するため、自主防災組織、教育機関等と連携

し、防災講座を開催する。

（開催スケジュール）

（賀茂地域局）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

①
11 月４日（火）

９:20～11:10

熱川小学校

（東伊豆町）

５、６年生

約 50 人

ジュニア版避難所運

営ゲーム（ＨＵＧ）

②
11 月５日（水）

９:10～11:00

松崎小学校

（松崎町）

全校児童

約 150 人

学校主催の下校時避

難訓練に参加

③

11 月６日（木）

９:25～12:15
下田中学校

（下田市）

全校生徒

約 400 人
学校主催のユニバー

サルデザイン避難訓

練に参加

④
11 月６日（木）

10:00～11:30

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

４年生

約 10 人

浜崎小学校４年生の

庁舎見学

下田中学校ユニバーサルデザイン避難訓練 概要

目的：大規模災害が発生した場合、中学生が避難所で自分の身を守りつ

つ、地域のために何ができるのか考える。

場所：体育館、武道場、グラウンド、駐輪場、敷根公園（倉庫）

役割：運営者/２年生、避難者/１、３年生

主な内容：

①本部班 本部設置、情報集約、トラブル対応

②受付班 受付の設営、避難者受付、健康確認、情報収集

③誘導班 ペットスペースの確保、避難者誘導、避難者見回り

④保健班 トイレ確認、簡易トイレ設置、見回り（トイレ、健

康管理）

⑤避難所設営班 パーテ－ション設置、簡易ベッド設置、安全点検

⑥テント設営班 駐車、テントスペース確保、テント設営

⑦物資輸送班 物資運搬、仕分け、保管管理

⑧広報・情報班 情報収集、整理、情報提供
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（お願い）

・防災講座の取材においては、各学校まで取材を行う旨を御連絡ください。

・講座の内容については、変更になる場合があります。

・講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 鈴木

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

⑤
11 月６日（木）

13:25～15:00

朝日小学校

（下田市）

５年生

約 20 人

ジュニア版避難所運

営ゲーム（ＨＵＧ）

⑥
11 月７日（金）

10:15～11:15

稲生沢こども園

（下田市）

保護者

約 15 人

防災講話、地震体験

（車）

⑦
11 月７日（金）

13:40～15:15

河津小学校

（河津町）

４年生

約 50 人

ジュニア版避難所運

営ゲーム（ＨＵＧ）

⑧
11 月 10 日（月）

11:30～15:20

南伊豆中学校

（南伊豆町）

全校生徒

約 100 人

防災講話、災害図上訓

練（ＤＩＧ）、地震体

験（車）

⑨
11 月 13 日（木）

10:30～11:10

下田認定こども園

（下田市）

3､4､5 歳児

約 100 人
防災ダック

⑩
11 月 13 日（木）

17:40～19:50

下田高校定時制

（下田市）

全学年

約 30 人

防災講話、地震体験

（車）

⑪
11 月 17 日（月）

13:20～14:55

稲生沢小学校

（下田市）

５年生

約 20 人

災害イメージトレー

ニング（学校編）

⑫
11 月 21 日（金）

9:30～10:30

伊豆海認定こども園

（西伊豆町）

3､4､5 歳児

約 20 人

防災ダック、地震体験

（車）

⑬
11 月 21 日（金）

13:25～15:15

河津中学校

（河津町）

全校生徒

約 150 人

避難所運営ゲーム（Ｈ

ＵＧ）、地震体験（車）

⑭
11 月 25 日（火）

9:30～11:30

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

４年生

約 20 人

稲生沢小学校４年生

の庁舎見学、地震体験

（車）

⑮
11 月 26 日（水）

10:10～11:45

下田小学校

（下田市）

４年生

約 30 人

ジュニア版避難所運

営ゲーム（ＨＵＧ）

⑯
11 月 28 日（金）

10:00～11:00

賀茂危機管理庁舎

（下田市）

５歳児

約 40 人

南伊豆認定こども園

５歳児の庁舎見学
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定例記者懇談会資料 令和７年 10月 24日

税を考える週間「県税広報展」の開催

＜要 旨＞
毎年、11 月 11 日から 17 日の一週間、身近な税について考えていただくため、

「税を考える週間」として、国、県、市町及び関係団体等が連携し、全国各地で
広報活動を行っています。
当所においても、県税に関する「使いみち」を紹介する「県税広報展」を開催

します。

＜概 要＞

※「税に関する作品」
「伊豆下田納税貯蓄組合連合会」が税をテーマにした作品を募集。
小学生を対象とした習字（賀茂地域からの応募総数 256 点， 参加校 16 校）と

ポスター（同 53 点，３校）、中学生を対象とした作文（同 289 点，８校）の応
募があり、各賞を決定した。財務事務所長賞の受賞者は下記のとおり。

【静岡県下田財務事務所長賞】

（昨年の会場の様子）

担 当： 管理課 高木
連絡先： 0558-24-2013

（下田財務事務所）

期 間 令和７年 11 月 11 日（火）から 17 日（月）の７日間

場 所
（１）マックスバリュ伊豆下田店２階

（２）下田総合庁舎１階ロビー

内 容

・写真や資料による県税の「使いみち」の紹介

・「税に関する作品」優秀作品の展示（※）

・アンケートの実施
回答者に記念品（コースター等のふじのくに福産品）を贈呈

部 門 受賞者氏名（敬称略）

習 字 金澤 杏（下田市立稲生沢小学校６年生）

ポスター 渡邊 莉子（河津町立河津小学校６年生）

作 文 斎藤 日向（松崎町立松崎中学校３年生）
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令和７年 10 月 24 日

定例記者懇談会資料

11 月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間です！

（目的）

近年の児童虐待に関する相談件数は依然として多く、子どもの生命が奪われる

重大事件も後を絶ちません。こうした深刻な状況が続く中、児童虐待問題は社会

全体で解決すべき重要な課題となっています。

国は、11 月を「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間と位置

付け、社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることがで

きるよう、様々な広報・啓発活動を行っています。賀茂管内においても以下のと

おり取組を実施します。

（概要）

１ パネル展示

(1) 日 時 令和７年 11 月４日（火）～11 月 28 日（金）

(2) 会 場 静岡県下田総合庁舎１階エントランスホール

(3) 内 容 児童虐待防止関連ポスター等掲示、啓発品の配布

２ 街頭キャンペーン

(1) 日 時 令和７年 11 月７日（金）

11：00 ～（配布物が無くなり次第終了）

※天候不良時は中止とします。

(2) 実施場所 東急ストア下田とうきゅう店周辺

(3) 内 容 賀茂児童相談所長、児童相談所職員、下田市福祉事務所職員、

下田警察署職員及びちゃっぴーによる啓発品の配布

３ 有線テレビにおける情報配信

(1) 日 時 令和７年 11 月４日（火）～11 月 28 日（金）

(2) 内 容 データ放送・テロップ放送における情報配信

（参考）

近年の県内全域及び賀茂児童相談所における児童虐待相談件数

（単位：件）

担 当：相談課 渡瀨

連絡先：0558-24-2038

（賀茂健康福祉センター）

年度 R4 R5 R6

静岡県全域 3,823 3,554 3,148

賀茂児童相談所 34 44 20
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感染症対応研修会の開催について

（概要）

マスクを着用できない乳幼児が利用する保育施設等では、インフルエンザや感染

性胃腸炎等の感染者が発生すると感染拡大につながるおそれがある。このため、管

内保育施設等の職員を対象に、平時からの感染予防対策を理解し、有症状者への適

切な対応方法を学ぶことを目的とした研修会を開催する。

また、管内の結核患者は高齢者であることが多く、高齢者施設職員へ結核の知識

の普及・啓発を行い、結核患者が発生した際の対応がスムーズにできるように研修

会を実施する。さらに、多くの感染症に対応できるよう、感染症に対する知識の再

確認と施設の感染対策の見直しに繋げるため、感染管理認定看護師より、病院の取

り組みや施設で実施できる感染症対策についての講義を行う。

（内容）

１ 保育施設職員向け

日時：令和７年 11 月 13 日（木）14：00～16：00

内容：講義「保育施設で流行する感染症について」

演習「感染性胃腸炎患者の嘔吐物処理について」

２ 高齢者福祉施設職員向け

日時：令和７年 11 月 27 日（木）14：00～16：00

内容：講義「結核について」

講義「伊豆今井浜病院での取組と施設で実施できる感染症対策について」

※会場は両日とも、静岡県下田総合庁舎２階 賀茂キャンパス（下田市中 531-１）

※WEB 方式（ZOOM）を併用

（参考）嘔吐物処理演習（令和５年度）の様子

担 当：地域医療課

連絡先：0558-24-2052

（賀茂健康福祉センター）
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令和７年度賀茂農林事務所経営改革講座 経営計画発表会

１ 目 的

当事務所では、経営発展に取り組む農業者等を対象に、経営分析や経営戦略等を

学び、５か年の経営計画を作成する経営改革講座を開催しています（全５回）。

この度、今年度最後となる第５回の講座を開催します。受講者４組が経営計画を

発表し、講師による講評等を通じて、計画の実践に向けた足掛かりとします。

２ 概 要

担 当：企画経営課 夏賀

連絡先：0558-24-2076

（賀茂農林事務所）

実施日 令和７年 10 月 31 日(金) 13:30～17：00

会 場 静岡県下田総合庁舎２階 賀茂キャンパス

内 容
・受講生による５か年の経営計画の発表

・講師による講評・総評

受講者

（発表者）

講 師
株式会社イワサキ経営

マーケティングアドバイザー 宮口 巧 氏

主 催 静岡県賀茂農林事務所

その他
報道に当たっては、経営計画等の個人情報について御配慮いただ

きますようお願いします。

発表順 受講生が在住する市町 品 目

１ 東伊豆町 イチゴ・養蜂

２ 河津町 柑橘・イチジク・養蜂

３ 下田市 イチゴ

４ 南伊豆町 柑橘・桜葉
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狩猟解禁に伴う一斉パトロールの実施

１ 目 的

11 月１日からイノシシ、ニホンジカに限り狩猟が解禁になるのに伴い、下田警察

署協力の下、県自然保護課、県賀茂農林事務所、賀茂猟友会、静岡県鳥獣保護管理

員、市町等による狩猟者への県下一斉パトロールを実施し、狩猟における違反及び

事故の防止を図ります。

２ 概 要

担 当：森林整備課 山崎

連絡先：0558-24-2082

（賀茂農林事務所）

実 施 日

令和７年 11 月１日（土） 8：30～10：30

※各市町役場に 8：30 に集合しパトロールを実施

※東伊豆町においては、11 月 15 日（土）に実施

※雨天決行

実施場所
狩猟者が訪れることが予想される地域、鳥獣保護区など狩猟に制

限がある地域 等

実施方法

・管内市町ごとに班を編成し巡回します。

・鳥獣保護管理法の遵守状況を見回るほか、狩猟者に対し声掛け

やチラシ等による注意喚起、啓発を行います。

（捕獲禁止場所や禁止猟法で狩猟をしていないか、無登録で狩猟

していないか等）

狩猟期間
（静岡県の場合）

令和７年 11 月 15 日（土）～令和８年２月 15 日（日）

※但し、イノシシとニホンジカに限り、前後に期間を延長し、

令和７年 11 月１日（土）～令和８年３月 15 日（日）

その他
取材の申し込みは、前日までに森林整備課（0558-24-2082）に御

連絡ください。
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見どころ満載！今年の「土木の日」イベントはひと味違う

１ 要旨

下田土木事務所では、地域の方々が建設業や関連産業に親しんでもらうことを目

的に、関係団体の協力を得て、イベント「土木の日×はたらく船もあつまれ！」を

開催します。

今年は新たな取組として、下田海上保安部がはたらく船４隻と水上バイクの展示

及び海難救助訓練の実演をするほか、下田警察署がブレーキサポート車の試乗体験、

下田港事務所が 50t 型消波ブロック（実物）の展示を実施します。

２ 開催日

令和７年 11 月８日（土）10：00～15：00

３ 開催場所

下田港荷さばき地（道の駅「開国下田みなと」南側広場）

３ 協力団体

国土交通省 沼津河川国道事務所、下田港事務所・下田海上保安部・下田警察署・

下田市役所・（一社）下田建設業協会若手の会・(株)ウインディーネットワーク・（一

社）静岡県地質調査業協会・静岡県伊豆生コンクリート協同組合・太陽建機レンタ

ル(株)下田支店・静岡県道路舗装協会・静岡県賀茂地域局 ほか（別添チラシ参照）

４ イベント内容

・バックホウ、大型クレーン船等の建設重機の展示・操作

・パトカー、白バイ、水上バイク、ブレーキサポート車の展示・試乗

・道路舗装について学べる展示、消波ブロックの展示、測量の体験

・ダムゾー、ふじっぴー、うーみんとの記念撮影など

５ その他

・雨天中止など最新情報はＸにて配信します。

・同時開催：下田商工会議所主催「下田商工祭」（道の駅 大型駐車場）

（下田土木事務所）

担 当：企画検査課 曽根、富田

連絡先：0 5 5 8 - 2 4 - 2 1 1 3
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令和７年 10 月 24 日

定期記者懇談会

来たれ！明日の土木を担う人材！！
～「夕陽のまち西伊豆町ふるさとまつり」への土木 PRブースの出展～

１ 概 要

土木の魅力を発信し、将来の担い手確保や防災意識の向上を図るため、「夕陽

のまち西伊豆町ふるさとまつり」に松崎町建設業組合、西伊豆町建設組合と共同

で土木のＰＲブースを出展します。当日は、重機（ミニユンボ）の運転体験や土

砂災害対策施設模型（体験型）の展示等を行います。

２ 日 時

令和７年 11 月９日（日） 10：00～14：00

３ 会 場

黄金崎クリスタルパーク駐車場（賀茂郡西伊豆町宇久須 2204-3）

４ 内 容

・重機（ミニユンボ）の運転体験

・土砂災害対策施設の模型（体験型）展示

・松崎支所の工事現場の紹介

・土木の仕事や土砂災害啓発動画の放映（どぼくらぶ等）

・防災啓発グッズ配布（啓発チラシ、ウェットティッシュ等）

（下田土木事務所）

担 当：松崎支所 大野

連絡先：0558-42-0003

ミニユンボ運転体験

(R6)

土木 PR ブースの様子

土砂災害対策施設の模型

（砂防堰堤）
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